
「魅力増す農業・農村」の実現に向けた 
ＪＡグループの取り組みと提案 

～「１円でも多く生産者手取りを確保し、  
１円でも安く良い資材を供給する」ために～ 
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【ポイント】 

取り組みの基本方向： 
 ①共同販売により、消費者･実需者のニーズに応じた生産と直接販売等を拡大 
 ②共同購買により、メーカー間の競争を促す 

最重点事項： 
 ①「小売・メーカーに対する交渉力強化（特に米、資材）」 
 ②「輸出強化」 

 

  ＜当面の主な取り組みイメージ＞ 
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資材価格の引下げ

・取扱品目の集約
・低価格商品の増加
・直送の拡大
・シェアリングの拡大
・見える化の推進

・銘柄等の集約
・工場等の再編
・規制緩和等

生産拡大等

・経済界との連携拡大
・人材育成の強化
・JAによる農業経営、
農作業受託の拡大

・経営体質強化支援策
の拡充

付加価値・需要拡大

・加工、直販の拡大
・輸出体制の強化
・販売の多様化
（買取拡大、概算金見直し、
部会運営の改善など）

・中間流通の再編

・ブランド化、輸出等の
支援強化

所得拡大・経営安定

創造的自己改革の実践

骨太の農業政策（長期
安定の政策）の 確立
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＊こうした取り組みを後押しする規制緩和や法整備、関係業界の協力も提案 


